














は積極的に少数民族の学生を取 り入れている。 したがって、少数民族の 日本語学習者
を対象 とした研究が必要 となってきた。 しか し、これまで朝鮮族やモンゴル族の 日本
語学習者を対象とした研究はあったが、それ以外の少数民族を対象 とした研究報告は
まだほとんどない。そこで、筆者は中国の北方にある大学の 日本語学科で学んでいる
チベ ッ ト族の学生に注目し、 日本語複合名詞アクセン トの縦断調査を行った結果を基






語」、研究代表者 水谷修)の 中の 「音声言語の韻律特徴に関す る実験的研究」の うち
「外国人 日本語学習者による日本語アクセン トの習得研究」という課題で実施 された
研究において、様々な言語を母語 とする日本語学習者を対象に数多 くの報告がなされ
た(鮎 澤他1997、鮨澤他1998、鮨澤他2000、荒井1997、西郡他1997、西沼1997な



























語に特有のアクセン トが結合するとい う点に注 目した研究は少ない。
特にiに関して、鮎澤(2003)でも 「ピッチ下降を聞き取る能力 とそのパターンを
記憶 し、 自分が発話するときにそのパターンを生成する能力とがどのような関係にあ










習者を対象にアクセン ト習得に関しての記憶、発音、知覚 とい う三つの角度による縦
断研究を続けてきた。北方方言話者を対象 とした研究調査についてはすでにいくつか
の報告があった(柳2008、柳2013など)。本稿のチベッ ト族学習者への調査は北方方




と認識 し、本稿はこの3名 の習得結果をまず報告し、実態を明 らかにすると同時に、
今後の少数民族を対象とした研究調査の一環 と位置付けたい。
3.チベッ ト語の音韻体系




チベッ ト語に用い られるチベ ット文字は、表音文字であり、起源はブラーフミー文
字である。
ラサロ語(チベ ッ ト語の主方言)においては高平調、高降調、低昇調(低平調)、低
昇降調の4つ が区別される。 これ らは発音 されない子音が消滅 した代償に発生 したた
め、文字から予測する事ができる。具体的には核子音が有声の時に低調(低 昇調、低
昇降調)と な り、無声の時に高調(高 平調、高降調)と なる。鼻音とyと1の 単独時
は低調で発音 されるが先行子音があると高調 となる。降調 となるかどうかは発音され
ない末子音の種類 と有無によって決定される。
多音節語になると日本語 と同様の高低アクセン トとな り、自立 していない接尾辞と
しての2音節 目と全ての3音節 目以降は軽声となって高低が弁別に寄与 しなくなる。






である。言語背景は共に母語はチベ ット語、第二言語は中国語、そ して中学校 ・高校
では英語を習ったが、大学に入ってから日本語を専攻するようになった。
4.2調査方法2




1.学 習者が使用する教科書 『新版 中 日交流標準 目本語 初級(上 下)』に登
1http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83鵬1瓶3%83%99%E3%83%83%E3%83鵬8%E蹴%9より引 用
2詳 細 は 柳(2013)で 述 べ た た め




2.基 準1を満た した上で、複合名詞のアクセン ト型をできるだけ包括すること。
表1.調査用R群 単語の詳細
アクセ ン ト規則 アクセ ン ト型 単 語
後部要素は 中高型で、複合語ア クセ ン ト
もそれ に従 う
一3型 アイ スク リーム、紙飛行機
後部要素は平板型 ・頭高型 ・尾高型で、




エ ア メ ー ル 、 サ ッ カ ー ボ ー ル 、
テ レ ビゲ ー ム 、 休 憩 時 間 、
携 帯 電 話
一4型
ノ ー トパ ソ コ ン 、 マ ラ ソ ン 大 会 、
休 日 出 勤 、 就 職 活 動 、 色 鉛 筆 、
北 ア メ リカ











イタリア人 ブラジル人 オース トリア人 イギリス入 フランス




平板型 外国語 中国語 フランス語 ドイツ語 韓国語
動詞+動詞からなる転成名詞で平板型になる













そして複合名詞のアクセン ト規則に従って、まず一定の数の単語を選出 し、それ ら














称する。C群のアクセン ト規則 と単語の詳細は表2に 示す。またR群 とC群の選出及
び登場の順番は熟知度 と関係なく、すべて無作為に行った。
調査手順:本研究は学校教育の環境における中間言語として学習者がどのような複
合名詞アクセン ト規則を形成す るのかを見るのが目的であるため、調査の順番 として、
モデル音声を与える 「知覚」が最初に実施 してはいけないことと、 「記憶」が 「発音」
の影響を受けないようにするとい う考えか ら、「記憶」→ 「発音」→ 「知覚」とい う順
とした。




ス レコーダーを使 って録 音した。録 音に入る前はまず学習者の 「記憶」のシー トを回
収 し、アクセン ト表記が書かれていない読み上げシー トを使い、すべての単語を2回
ずつ読み上げた。最後の 「知覚」の刺激語の読み上げは日本語教育関係者でアナウン
ス訓繍経験のある50代の男性1名 によって録 音された。録 音方法はパ・一・ソナル コンピ
ューターの外部マイク入力端子か らSoundIt!4.5(Internet社)を用いて録 音した。
サンプ リングレー トは44.1kHz、16bit、モノラルである。音声編集 ソフ トはCoolEdit





ン ト型に関する記憶 と知覚調査は結果を数量化 してから、学習者の解答パターンを集
計 し、正答率や誤答パターンなどを統計手法で分析を行 う。発音調査に関しては、録




い、一致度は99.8%であることが分かった。 さらに、筆者 と日本人 日本語教育関係者





の κ 値 は0.98、0.93、0.94であることか ら、データの信頼性 が保証 された と考 え ら
れ る。 最後 に ご く少数 の評価 が分 かれ た音 声 につ いて 、音声 分析 ソフ ト 「Speech
Analyzer2.4」でピッチ曲線 による判 定を行 った。判定結果 をすべて数量化 してか ら、
学習者 の回答パ ター ンを集計 し、正答率や誤答パ ター ンな どを統計手法で分析 を行 う。
5.結果
5.1記憶調査
記憶調査の結果 として、図1か ら図6で示 したように3名の第1回 から第5回 まで
の正答率は、同学習背景の北方方言話者より毎回平均15%低いことが分かる。また習
得の伸びもやや鈍いことが分かる。一年間の変化を見ると、北方方言話者の緩 やかに
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板型」だが、チベ ット族の学習者はそれを 「-3」や 「-6」と回答することがある。ま
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5.2発音調査
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そ して、誤答パターンをみると、北方方言話者にもよく見られる二度上がりがもっ
とも多い。例えば 「アイスクリー ム」を 「○●●○●○○」(○は低、●は高)と、「休
日出勤」を 「○●●●○●●●」と発音することがある。また頭高型は比較的多く発
音されている。例えば 「テ レビゲーム」について、北方方言話者のほとんどの正解 と
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た平板型や二重母音にピッチの下が り目が来るとい う回答も北方方言話者 より比較的
多いことが分かる。例えば 「テレビゲーム」や 「紙飛行機」などがある。
6.考察














母語のチベ ット語の発音体系に参照 したのか、それとも中国語と対照 して発音の習得
に臨んだのか、それは調査後彼女たちへのインタビューからはっきりとした情報は得




れる。そ して、複合語の発音における二度上が り現象は先行研究2でもよく指摘 されて
いることから、外国人学習者に共通する学習過程 と考えられる。 しか し、チベ ット族
学習者によく見られる 「頭高型」の発音 と誤聴は北方方言話者の中ではそれほど顕著
ではないことから、チベ ット語の 「2音節 目と全ての3音 節 目以降は軽声 となる」と
い う声調変化による母語干渉の可能性が高いのではないかと推測する。
7.今後の課題
今回筆者はチベ ット族学習者3名 のデータを取 り、これまでなかった中国チベッ ト
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